
児童センターで年賀状・カレンダー作り

　市内の児童センターでは12月に、新年に向けての「年

賀状作り」や「カレンダー作り」などのイベントが行われま

した。（上:つばめ児童センター、下:かもめ児童センター）
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新 年

平
成
26
年
の

主
な
出
来
事

魚
津
市
長

澤
﨑
　
義
敬

７.19豪雨災害 発生

　７月19日深夜から翌20日未明にかけて

豪雨が発生し、市内各地に大きな被害を

もたらしました。

（写真は応急復旧した小川寺地内の道路）

８月10日 トランスジャパンアルプスレース

　第７回となる今大会からTJAR魚津市実

行委員会が設立され、開会式などの運営

支援を行いました。午前０時に30名の選

手たちが、静岡市のゴールを目指して魚

津市の早月川河口をスタートしました。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
平
成
27
年
の
新
春

を
、
市
民
の
皆
様
方
と
と
も
に
寿
ぎ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
広
島
市
の
土
石
流
災
害
、
御
嶽
山
の
噴
火
災
害
な
ど
全
国

各
地
に
お
い
て
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
心
痛
む
災
害
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
も
7
月
19
日
深
夜
か
ら
20
日
未
明
に
か
け
て
発
生
し
た
集
中
豪

雨
は
、
時
間
雨
量
83
ミ
リ
、
24
時
間
雨
量
２
５
２
・
５
ミ
リ
を
記
録
し
、
市
内
各

所
に
お
い
て
浸
水
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
特
に
中
山
間
地
に
お
け
る
農
業
用

施
設
へ
の
被
害
は
甚
大
で
あ
り
、
一
日
も
早
い
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
我
々
は
、
こ
の
教
訓
を
活
か
し
、
災
害
に
対
す
る
不
断
の
備
え
と
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
末
の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
よ
り
、
引
き
続
き
国
政
を
担
う
安
倍
内

閣
に
お
い
て
は
、
地
方
創
生
に
光
を
当
て
た
力
強
い
政
策
を
早
期
に
実
施
さ
れ
る

こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少
の
緩
和
、
自
然
災
害
へ

の
対
応
及
び
北
陸
新
幹
線
の
開
業
を
主
要
課
題
と
捉
え
、
市
民
の
皆
様
と
協
働
し
、

総
合
計
画
に
掲
げ
た
将
来
都
市
像
「
心
躍
る 
う
る
お
い
の
舞
台 

魚
津 

笑
顔
で
絆

つ
な
ぐ
ま
ち
」
実
現
に
向
け
、
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
中
で
も
、
3
月
14
日
の
北
陸
新
幹
線
開
業
は
、
富
山
県
全
体
に
お
い
て
も
新
し

い
交
流
に
向
け
た
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
平
成
29
年
春
、
魚
津
市
を
中
心
会

場
に
開
催
が
決
定
し
た
第
68
回
全
国
植
樹
祭
や
立
山
黒
部
ジ
オ
パ
ー
ク
の
加
盟
認

定
を
含
め
、
多
く
の
観
光
客
に
魚
津
に
お
い
で
頂
け
る
よ
う
魅
力
あ
る
観
光
Ｐ
Ｒ

に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
方
に
は
、
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
市
民
各
位
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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謹 賀

　
市
長
・
市
議
会
議
員
は
公
職
選
挙
法

に
よ
り
個
々
の
年
賀
状
の
ご
挨
拶
を
自

粛
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
本
年
も
旧

年
同
様
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

魚
津
市
議
会
議
長

梅
原
　
健
治

石川歩選手（魚津市出身） 大活躍

　プロ野球千葉ロッテマリーンズに入団

した石川歩選手が年間を通じて活躍し、

見事パ・リーグ新人王を獲得しました。

（石川選手は魚津市石垣新出身で、本江

小、魚津西部中の卒業生です）

１月　�Fish-１グランプリファイナルで

　　　「バイ飯」が準グランプリ受賞

３月　�ミラージュランドに

　　　立体迷路ミラメイズ登場

３月　�富山労災病院の新棟整備工事

　　　安全祈願祭

８月　立山黒部ジオパーク認定

８月　�魚津市消防団消防音楽隊発隊

11月　長勢甚遠氏を名誉市民に推戴

11月　第68回全国植樹祭の開催地が

　　　魚津市に決定

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
富
山
第
一
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
全
国
制
覇
に
始
ま
り
、
櫻
井
麻
那
さ

ん（
吉
島
）
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
大
会
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
ロ
ッ
テ
球
団
の

石
川
歩
選
手
の
新
人
王
獲
得
な
ど
市
民
や
市
出
身
者
の
輝
か
し
い
話
題
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
に
富
山
県
東
部
地
域
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ

れ
、
10
月
に
は
富
山
湾
が
「
世
界
で
最
も
美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
」
に
国
内
で
2
番
目
に

加
入
い
た
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
魚
津
市
の
３
大
奇
観
で
あ
る
蜃
気
楼
、
埋
没

林
、
ホ
タ
ル
イ
カ
が
大
き
な
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
評
価
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
一
方
で
、
７
月
に
記
録
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
り
大
き
な
被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し

た
。
自
然
の
豊
か
さ
と
と
も
に
、
そ
の
力
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
は
重
ね
て
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
一
刻
も
早
い
復
旧
は
も
と
よ
り
、
防
災･

減
災
対
策
の
充
実
の
た

め
、
議
会
と
し
て
も
市
当
局
と
力
を
合
わ
せ
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
全
国
的
に
人
口
減
少
や
地
方
創
生
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

魚
津
市
に
と
っ
て
も
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
北
陸
新
幹
線
が
３
月
に
開
業
し
ま
す
が
、
観
光
振
興
や
交
流
人
口
の

拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
正
念
場
と
な
り
ま
す
。
立
山
黒
部
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
な
ど

も
契
機
と
し
な
が
ら
、
一
層
魚
津
市
の
豊
か
な
自
然
な
ど
の
資
源
を
活
か
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
行
政
の
監
視･

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
高
め
る
と
と
も

に
、
現
状
の
課
題
と
将
来
の
魚
津
市
の
姿
を
見
据
え
、
市
政
に
提
言
し
て
い
く
た

め
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
ど
う
か
、
本
年
も
市
議
会
に
対
し
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
に
と
っ
て
今
年
一
年
が
健
康
で
明
る

い
幸
せ
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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■調査の概要

■調査の結果

魚津は自分のまち

愛着を感じている人が6割超え

　約67％の方が、魚津は

「自分のまち」といった

愛着、親しみを感じてい

ると回答しました。

　愛着を感じていると回

答した方を年代別でみる

と、年齢が高くなるにつ

れて愛着を感じている人

の割合が高くなることが

わかります。

年代
愛着を感じて

いる割合

20歳代 56.7％

30歳代 56.4％

40歳代 58.3％

50歳代 62.6％

60歳代 72.5％

70歳以上 77.4％

魚津のよいところは何？
　おいしい食べ物と自然が魚津の自慢と回答し

た方が約半数でした。一方、「働く場が充実して

いる」、「行政サービスがよい」と回答した方は少

数でした。

１位 水がおいしい 51.6％

２位 おいしい食べ物が豊かである 51.2％

３位 自然環境が豊かである 47.9％

４位 自然災害が少ない 44.0％

　76％の方が、魚津は「とても住みやすい」、「どち

らかといえば住みやすい」と回答。また、65.3％の方

が「これからも魚津に住みたい」と回答しています。

魚津は住みやすい？
住みやすいと感じている人が７割超え

１位 自然に恵まれているから 63.3％

２位 生活環境が整っているから 43.8％

３位 友人・知人が多いから 39.8％

４位 買い物に便利だから 38.9％

５位 住民が親切で人情味があるから 23.5％

１位 交通事情や交通の便が良くないから 49.7％

２位 働く場がないから 35.9％

３位 買い物に不便だから 34.0％

４位 通勤・通学に不便だから 28.8％

５位 物価が高いから 21.6％

住みやすいと思う理由 住みにくいと思う理由（住みにくいと回答した方）

　魚津市では、現在、総合計画を基に様々な施策を進めていますが、

現在の計画の期間が平成27年度で終わりを迎えるにあたり、新しい基

本計画（第10次･平成28～32年度）を策定します。このまちづくりの計

画を、市民の皆様の意見を反映させながら進めるため、市の取り組み

等に対する市民の皆様の考えを伺う本調査を行いました。その結果に

ついてお知らせします。

●調査対象　　魚津市に住む20歳以上の人������������������������������

●調査対象数　3,000人������������������������������������������������

●抽出方法　　無作為抽出（地区･年代･性別に偏りがないよう抽出）

●調査期間　　平成26年９月５日～19日

●調査方法　　郵送返送方式��

●回収数　　　1,512人（回収率50.4％）

　お忙しい中、アンケートにご協力い

ただき、誠にありがとうございました。

　今回の結果は、今後のまちづくりに

反映していきます。

広報うおづ201５-1 ４



※�重要性が高い（+2点）、どちらかといえば重要性が高い（+1点）、どちら

ともいえない（０点）、どちらかといえば重要性が低い（▲1点）、重要性

が低い（▲2点）として施策ごとに平均点を算出しました。仮に全員が「重

要性が高い」を選択すれば、その施策の平均点は２点となります。

最後に、総合計画に揚げている38の施策に関する今後の重要性及び満足度結果をお知らせします。

地
域
医
療
体
制
の
充
実

消
防
・
救
助
・
救
急
体
制
の
整
備

災
害
に
強
い
ま
ち
の
形
成

防
災
体
制
の
整
備

雇
用
・
労
働
環
境
の
充
実

廃
棄
物
の
抑
制
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

日
常
生
活
の
安
全
確
保

子
育
て
環
境
づ
く
り
の
推
進

学
校
教
育
の
充
実

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
支
援

子
育
て
家
庭
へ
の
応
援
体
制
の
充
実

工
業
・
商
業
の
振
興

健
康
づ
く
り
の
推
進

計
画
的
で
効
率
的
な
行
財
政
経
営
の
推
進

水
道
水
の
安
定
供
給

総
合
交
通
体
系
の
整
備

社
会
保
障
制
度
の
適
切
な
運
営

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推
進

下
水
道
の
整
備

豊
か
な
長
寿
社
会
の
実
現

快
適
な
道
路
機
能
の
強
化

生
活
環
境
の
保
全
と
向
上

市
政
に
関
す
る
情
報
の
共
有

観
光
の
振
興

水
産
業
の
振
興

地
域
で
支
え
あ
う
福
祉
社
会
の
推
進

水
と
緑
の
保
全
と
活
用

農
業
の
振
興

障
が
い
者
の
社
会
参
加
と
自
立
の
促
進

良
好
な
都
市
の
形
成

住
宅
対
策
の
推
進

林
業
の
振
興

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
推
進

生
涯
学
習
の
推
進

市
民
参
画
・
協
働
の
推
進

文
化
の
振
興

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

多
様
な
交
流
の
推
進

重要度の集計結果

1.0

0.8

0.6

0.4

0.2

0.0

１位 自分や家族の健康状況 59.7％

２位 家計（所得・消費）の状況 54.5％

３位 家族関係 31.6％

４位 精神的なゆとり 25.4％

５位 仕事と生活のバランス 22.5％

みなさんの幸福度は？
あなたが幸せであるために重要なものは？

参加を妨げる要因は？

まちづくり活動への参加

１位 仕事が忙しくて参加する時間がない 42.0％

２位
余暇の時間を使ってまで参加しよう
とは思わない

22.8％

３位 家事・育児・介護などで時間がない 20.7％

　「参加したいと思うが参加できない（26.3％）」と

回答した方が最も多く、「積極的に参加したい」と

回答した方は、1.8％にとどまりました。

魚津に人口を定着させるため
には何が必要？

１位 企業誘致を積極的に行い、雇用の確保を図る 38.9％

２位 安心して子供を産み育てられる環境をつくる 31.9％

３位 若者やファミリー層などに安い住宅を提供する 24.7％

４位
高齢者などが安心して暮らすことができる
よう福祉を充実する

24.5％

５位
商業都市としての魅力を高め、買い物の利
便性を高める

15.3％

次ページへつづく

平 均

（10点満点中）

5.55点

重要度が高い

（点）

広報うおづ 201５-1５



なお、詳しい結果については、魚津市ホームページでご覧になれます。

※�満足（+2点）、どちらかといえば満足（+1点）、どちらともいえない

（０点）、どちらかといえば不満（▲1点）、不満（▲2点）として施策

ごとに平均点を算出しました。仮に全員が「満足」を選択すれば、その

施策の平均点は２点となります。

満足度の集計結果

水
道
水
の
安
定
供
給

廃
棄
物
の
抑
制
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

下
水
道
の
整
備

健
康
づ
く
り
の
推
進

消
防
・
救
助
・
救
急
体
制
の
整
備

市
政
に
関
す
る
情
報
の
共
有

日
常
生
活
の
安
全
確
保

水
と
緑
の
保
全
と
活
用

総
合
交
通
体
系
の
整
備

生
活
環
境
の
保
全
と
向
上

豊
か
な
長
寿
社
会
の
実
現

学
校
教
育
の
充
実

文
化
の
振
興

生
涯
ス
ポ
ー
ツ･

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
支
援

地
域
で
支
え
あ
う
福
祉
社
会
の
推
進

地
域
医
療
体
制
の
充
実

子
育
て
環
境
づ
く
り
の
推
進

生
涯
学
習
の
推
進

子
育
て
家
庭
へ
の
応
援
体
制
の
充
実

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
推
進

市
民
参
画
・
協
働
の
推
進

水
産
業
の
振
興

快
適
な
道
路
機
能
の
強
化

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推
進

多
様
な
交
流
の
推
進

良
好
な
都
市
の
形
成

障
が
い
者
の
社
会
参
加
と
自
立
の
促
進

防
災
体
制
の
整
備

社
会
保
障
制
度
の
適
切
な
運
営

住
宅
対
策
の
推
進

農
業
の
振
興

計
画
的
で
効
率
的
な
行
財
政
経
営
の
推
進

災
害
に
強
い
ま
ち
の
形
成

観
光
の
振
興

林
業
の
振
興

雇
用･

労
働
環
境
の
充
実

工
業･

商
業
の
振
興

0.4

0.3

0.2

0.1

0.0

▲0.1

▲0.2

満足度が高い不満度が高い

企画政策課企画係（２階）　23-1067

市民調査アンケート調査結果のつづき

（点）

市
政
の
動
き

　
魚
津
市
議
会
12
月
定
例
会
は
、
12
月
４
日
か
ら
18
日
ま
で
15
日
間
の
日
程
で
開
会
さ
れ
、
平

成
26
年
度
一
般
会
計･

特
別
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定･

一
部
改
正
な
ど
18
案
件
に
つ
い
て

可
決･

承
認･

同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
ま
し
た
平
成
25
年
度
魚
津
市
水

道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
及
び
平
成
25
年
度
魚
津
市
一
般
会
計･

魚
津
市
下
水
道

事
業
等
７
特
別
会
計･

魚
津
市
水
道
事
業
会
計
の
計
９
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
可
決･

認
定
さ

れ
ま
し
た
。

予
算
関
係

条
例
の
制
定･

一
部
改
正

専
決
報
告

●�

平
成
26
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
補
正
予
算�

（
第

６
号
）

●�

平
成
26
年
度
魚
津
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

●�

平
成
26
年
度
魚
津
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

●�

平
成
26
年
度
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

そ
の
他

同
意
案
件

可
決
さ
れ
た
意
見
書

●�

魚
津
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

●�

魚
津
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

●�

魚
津
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●�

魚
津
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

●�

平
成
26
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）

●�

魚
津
市
福
祉
セ
ン
タ
ー（
平
成
27
年
４
月
1
日
か

ら
平
成
30
年
３
月
31
日
）

　

社
会
福
祉
法
人
魚
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
指
定

●�

松
倉
農
山
村
文
化
交
流
館
（
平
成
27
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
）

　

鉢
生
産
森
林
組
合
に
指
定

●�

魚
津
市
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
同
報
系
及
び

移
動
系
整
備
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

●
議
会
の
権
限
事
項
中
軽
易
な
事
件
の
指
定
に
つ
い
て

●�

魚
津
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

　

舟
木
克
彦
氏
の
選
任
に
同
意

●�

漁
業
用
軽
油
に
か
か
る
軽
油
引
取
税
の
免
税
措

置
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書

●�

農
業･

農
村
の
再
生
に
向
け
た
農
業
委
員
会
等
制

度･

組
織
改
革
に
関
す
る
意
見
書

●
奨
学
金
制
度
等
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

●�

国
の
責
任
に
よ
る
35
人
学
級
の
推
進
を
求
め
る
意

見
書

採
択
さ
れ
た
陳
情
書

●�

魚
津
市
平
伝
寺
、
浜
経
田
の
位
置
指
定
道
路
の
市

道
認
定
に
つ
い
て

12
月
市
議
会
定
例
会
の
詳
細
な
内

容
に
つ
い
て
は
27
年
２
月
発
行
の

「
議
会
だ
よ
り
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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魚津市民バスからのお知らせ

商工観光課市街地活性化室（３階）　23-1380

市街地巡回ルートの夕方増便を行っています
　市民バス（市街地巡回ルート）では、３月31日までの期間限定の社会実験として、東回り･西回りとも、夕方に各１便の増

便を行っています。　※社会実験終了後、利用率などをもとに、そのあり方について見直しを行います。

ＪＲ魚津駅前発 魚津港前 電鉄魚津駅前 橋場 新住吉西 新川文化ホール前 アピタ魚津店前 アップルヒル前 ＪＲ魚津駅前着

１７：５０ １７：５８ １８：０４ １８：０８ １８：１５ １８：２１ １８：２３ １８：３５ １８：４６

ＪＲ魚津駅前発 サンプラザ前 アップルヒル前 アピタ魚津店前 新川文化ホール前 新住吉西 橋場 電鉄魚津駅前 ＪＲ魚津駅前着

１８：２０ １８：２２ １８：２９ １８：４１ １８：４３ １８：４９ １８：５６ １９：０１ １９：１６

◆東回り

◆西回り

こども課保育係（１階⑦窓口） 23-1079

勤務内容　乳幼児の保育全般と保護者指導など

雇用期間　平成27年４月１日～平成28年３月31日
　　　　　（更新予定あり）

勤務時間　8:30～17:00（休憩45分）※時差勤務あり

勤務を要しない日

　　　　　日曜･祝日･年末年始（土曜日交代勤務あり）

休暇　　　有給休暇あり

勤務場所　魚津市内の市立保育園　８園

賃金　　　平成27年度から月額増額予定（期末手当、通勤手当あり）

　　　　　※平成26年度は月額153,450円

その他　　社会保険、厚生年金、雇用保険の適用あり
　　　　　公務災害補償の適用あり

資格　　　�保育士資格を有する方または取得見込み
の方で、心身ともに健康な方

申込方法　�履歴書１部、保育士証をコピーしたもの
１部をこども課に提出

申込期間　２月中旬頃まで

募集人員　５名程度　※面接日は後日お知らせします。

平成27年度 臨時保育士募集

便利でお得な回数券をご利用ください！

　�魚津市民バスでは、バス車内で一般用（中学生以上）及び小学生用の回数券を販売しています。

一般用回数券　200円×13枚綴り⇒2,000円

　※600円お得（１枚約153円）

小学生回数券　100円×13枚綴り⇒1,000円

　※300円お得（１枚約� 77円）

● いつも市民バスをご利用いただいているお客様は、ぜひ便利

でお得な回数券をお買い求めください。

● 回数券をご利用いただくと、１回の乗車料金は、中学生以上は

実質�約153円、小学生は実質�約77円となります。

● また、市民バス全線が一日乗り放題となる一日乗車券も500円

（小学生300円）で販売しています。

バスが遅れていると思ったら･･･お電話ください
　北陸職業能力開発大学校（川縁）と魚津市が、GPS衛星を活用

した市民バスの位置情報を表示するサービス（バスロケーション

システム）を共同開発しました。これにより、パソコンや携帯

電話、スマートフォンなどで市民バスの現在位置がすぐにわか

るようになります。現在、市内６ルートでサービスを提供して

います。（残る松倉、坪野ルートは、平成26年度中にサービス

提供予定）パソコンや携帯電話がない場合には、遠慮なく市役

所商工観光課（平日）または市観光案内所（22-2244土･日･

祝日）へお電話ください。職員がバスの位置情報を確認してお

知らせします。

　バスの位置情報のホームページは、魚津市または魚津市観光

協会のホームページから直接アクセスできます。

『鉄軌道王国とやま1日乗り放題きっぷ』で 
冬の魚津･黒部･滑川を堪能しませんか？

　１月25日㈰までの土･日･祝日限定（１月１日～

４日は除く）で利用できる「鉄軌道王国とやま１日乗

り放題きっぷ」は、市民バス（市街地巡回ルート）

車内、観光案内所（魚津駅前、電鉄魚津駅前）、

市役所商工観光課でも販

売しています。ぜひ、お

買い求めください。

　※�詳細は、広報折込みのチ
ラシをご覧ください。
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一般会計･歳入　総額181億9,352万円

　平成25年度一般会計の決算額は、歳入181億

9,352万円、歳出173億1,519万円、歳入歳出差引

額である形式収支は、8億7,833万円、26年度へ

繰越すべき財源を差し引いた実質収支は、7億

5,052万円となりました。

　歳入歳出の特徴については次のとおりです。

歳入

歳出

　市税収入がほぼ横ばいであった一方で、地方交付税

は減少したものの、地域経済の活性化と雇用の創出を

図る「地域の元気臨時交付金」の交付などによる国庫

支出金の増加のほか、臨時財政対策債の増加や前年度

繰越金などにより所要の財源を確保できたため、財政

調整基金の取り崩しは行いませんでした。

　義務的経費のうち人件費及び公債費が減少しまし

た。しかし、扶助費や特別会計への繰出金が高水準

で推移していることから、依然として厳しい財政状

況が続いています。

魚
津
市

決
算
報
告

平
成
25
年
度

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき算

定された魚津市の比率は、いずれも早期健全化基準または

経営健全化基準を下回りました。

　前年度と比較してみると、将来負担比率、実質公債費比

率ともに低下しており、今後もより健全な財政運営に努め

ます。

平成25年度健全化判断基準

●魚津市の実質赤字比率　ー％

○早期健全化基準　13.26％

○財政再生基準　　20.00％

単年度の収支で、一般会計の歳出超過割合を示す指標。

●魚津市の連結実質赤字比率　ー％

○早期健全化基準　18.26％

○財政再生基準　　30.00％

単年度の収支で、一般会計と公営企業会計などを含めた
会計全体の歳出超過の割合を示す指標。

●魚津市の実質公債費比率　15.4％

○早期健全化基準　25.0％

○財政再生基準　　35.0％

一般会計の借入金返済額に公営企業会計等の借入金返済
額に対する繰出金などを合算した額の大きさを示す指
標。標準的な税収などに対する公債費の割合。

●魚津市の将来負担比率　127.1％

○早期健全化基準　350.0％

一般会計の借入金残高や公営企業会計の借入金に対する一
般会計の負担見込額などの負債の残高の程度を示す指標。

●魚津市の資金不足比率　ー％

○経営健全化基準　20.0％

それぞれの公営企業会計の資金不足の状況を示す指標。

超過が無いため
数字には

表れません

超過が無いため
数字には

表れません

不足が無いため
数字には

表れません

昨年度135.5％
より8.4ポイント

改善

昨年度16.6％
より1.2ポイント

改善

財政課財政係（２階）　23-1018
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一般会計･歳出（目的別）　総額173億1,519万円一般会計･歳出（性質別）　総額173億1,519万円

市債の状況水道事業会計決算報告

基金の状況

特別会計決算報告

会計名 平成25年度末現在高

一般会計 155億1,804万円

下水道事業会計 149億7,473万円

農業集落排水事業会計 42億5,418万円

簡易水道事業会計 3億8,301万円

水族館事業会計 953万円

合計 351億3,949万円

区分 25年度末現在高 備考

預金 29億1,341万円 財政調整基金ほか18基金

不動産 9億0,000万円 土地開発基金（19,196㎡）

合計 38億1,341万円

会計名 歳入 歳出

下水道事業会計 26億0,217万円 25億8,855万円

農業集落排水事業会計 3億9,307万円 3億9,252万円

簡易水道事業会計 9,884万円 9,883万円

国民健康保険事業会計 47億3,528万円 46億6,239万円

後期高齢者医療事業会計 9億8,921万円 9億8,863万円

介護保険事業会計 45億5,830万円 45億0,504万円

水族館事業会計 1億8,948万円 1億8,927万円

合計 135億6,635万円 134億2,523万円

収益的収支（税抜き） 前年度比

水道事業収益（収入） 5億5,381万円 -1,410万円

内訳
営業収益 5億4,551万円 -1,569万円

営業外収益 830万円 159万円

水道事業費用（支出） 4億9,432万円 -2,789万円

内訳
営業費用 4億1,501万円 -1,846万円

営業外費用 7,931万円 -943万円

特別損失 216万円 -22万円

当年度純利益 5,733万円 1,401万円

資本的収支（税込み） 前年度比

資本的収入 2億6,203万円 -5,186万円

内訳

企業債 2億4,350万円 -4,680万円

工事負担金 1,089万円 -629万円

他会計出資金 764万円 123万円

資本的支出 4億9,644万円 -1億1,869万円

内訳
建設改良費 2億8,389万円 1,861万円

企業債償還金 2億1,255万円 -1億3,730万円

※資本的収入 2億6,203万円 － 資本的支出 4億9,644万円 ＝ ▲2億3,441万円
　不足額2億3,441万円は損益勘定内部留保金などで補てんしました。

業務状況

給水人口 37,726人

給水栓数 14,706栓

年間総配水量 413万

有収水量 353万

有収率 85.5％

建設改良事業の内容

●拡張事業
　第４次拡張事業として、江
口･青柳地内などで配水管979
ｍを新たに布設しました。

●改良事業
　配水管2,363ｍを布設替えし
ました。

次ページへ続く
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平成25年度の主な事業と決算額（市の総合計画における目標別）

市民参画･協働指針策定及び
まちづくりフォーラムの開催� 86万円

地域特性事業･市民公募型提案事業補助金� 　773万円

住民自治推進事業� 2,682万円

魚津三太郎プロジェクト� 　120万円

企業立地事業� 　1億8,525万円

受入体制整備事業� 　1,138万円

食泊連携事業� 　818万円

橋梁長寿命化修繕事業� 　1,291万円

電鉄魚津駅及び駅前広場整備事業� 　3,270万円

学校耐震補強事業� 　5億9,524万円

経田地区土地区画整理事業� 　4,584万円

生物多様性地域戦略策定事業� 　683万円

環境保全活動推進事業� 　29万円

魚津の水循環事業� 　352万円

常設資源物ステーション
拠点整備事業� 　656万円

学力向上プラン研究事業� 　113万円

水族館創立100周年記念事業� 　749万円

公民館活動振興事業� 　1,192万円

埋没林埋蔵分布調査事業� 　90万円

児童手当の支給� 　6億7,394万円

こども･妊産婦医療費助成事業� 　1億3,891万円

後期高齢者医療事業
介護保険事業の市の負担� 　12億1,460万円

がん対策事業� 　6,690万円

誰もが主役のまちづくり･自立する自治体経営 にぎわい・活力あるまち

安全で快適な暮らしやすいまち 健やかで笑顔あふれるまち

人と文化を育むまち 豊かな自然と共生したまち

市民１人当たりの支出額 １人当たりの総額 395,107円

民生費 教育費 総務費 土木費 公債費 商工費 農林水産業費 衛生費 消防費 その他

124,370円 44,405円 60,118円 47,278円 36,551円 23,372円 21,188円 15,265円 11,094円 11,466円

「
ふ
る
さ
と
祭
り
東
京
」に

た
て
も
ん
が
出
演
し
ま
す

　

「
ふ
る
さ
と
祭
り
東
京
」
と
は
、
1
月
９
日
㈮
～
18
日
㈰
の
10
日
間
に

わ
た
り
、
日
本
を
代
表
す
る
「
お
祭
り
」
と
300
を
超
え
る
「
故
郷
の
味
」
が

東
京
ド
ー
ム
に
集
結
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
1
月
12
日
（
月･

祝
）

～
14
日
㈬
に
は
、
ド
ー
ム
内
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
て

た
て
も
ん
回
転
奉
納
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
会
場
内
の
富
山
県
ブ
ー
ス
で
は
、
魚
津
の
朝
市
に
よ
る
塩
干

物
が
販
売
さ
れ
ま
す
。
ミ
ラ
た
ん
・
魚
津
小
町
も
会
場
に
駆
け
つ
け
、

北
陸
新
幹
線
と
魚
津
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　
た
て
も
ん
の
出
演
に
関
し
て
は
、
派
遣
実
行
委
員
会

22
・
１
２
０
０

ま
で
。

前ページの続き
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事
業
主
の
方
は
、
給
与
支
払
報

告
書
を
従
業
員
の
方
の
平
成
27
年

１
月
１
日
時
点
の
住
所
地
で
あ
る

市
区
町
村
へ
２
月
２
日
㈪
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
間
　
２
月
３
日
㈫
～
３
月
16

日
㈪
（
土･

日
曜･

祝
日
は
除
く
）

●
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
会
場
　
魚
津
税
務
署

税
務
課
資
産
税
係

（
１
階
⑬
窓
口
）

23･

１
０
６
９

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
に

ア
ク
セ
ス
し
、
画
面
の
案
内
に
従

っ
て
金
額
等
を
入
力
す
れ
ば
、
税

額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、
消
費

税
の
申
告
書
や
青
色
申
告
決
算
書

な
ど
を
作
成
で
き
ま
す
。

申
告
書
の
作
成
は
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で

～
事
業
主
の
皆
様
へ
～

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に

つ
い
て

公
的
年
金
受
給
者
の
確
定
申

告
に
つ
い
て

税
務
課
住
民
税
係

（
１
階
⑭
窓
口
）

23･

１
０
０
９

復
興
特
別
所
得
税
の
記
載
漏

れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
平
成
25
～
49
年
分
ま
で
の
各
年

分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
と
併
せ

て
復
興
特
別
所
得
税
（
原
則
と
し
て

各
年
分
の
所
得
税
額
の
2.1
％
）
の
申

告
及
び
納
付
を
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
還
付
申
告
の
方
も
含

め
、
申
告
さ
れ
る
す
べ
て
の
方
に

つ
い
て
「
復
興
特
別
所
得
税
額
」

欄
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

魚
津
税
務
署�

確
定
申
告
相

談
会
場
の
ご
案
内

魚
津
税
務
署
（
魚
津
合
同
庁
舎
内
）


24･

１
３
７
０

　
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合

計
額
が
400
万
円
以
下
で
、
か
つ
、

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ

る
場
合
に
は
、
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
の
確
定
申
告
が
不
要
な

場
合
で
も
、
次
に
当
て
は
ま
る
と

き
は
住
民
税
の
申
告
も
し
く
は
、

還
付
の
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

　
①�

公
的
年
金
に
係
る
雑
所
得
の

み
が
あ
る
方
で
、
「
公
的
年
金

の
源
泉
徴
収
票
」
に
す
で
に
記

載
さ
れ
て
い
る
控
除
以
外
の

各
種
控
除
の
適
用
を
受
け
た

い
と
き
。

　
②�

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得

以
外
の
所
得
が
あ
る
と
き
。

償
却
資
産
の
申
告
は

２
月
２
日
㈪
ま
で
に

　
事
業
用
の
資
産
を
所
有
し
て
い
る

方
（
個
人･

法
人
）
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
資
産
の
所
在
、
種
類
、
数

量
な
ど
を
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
該
当
す
る
資
産
が
な
い

場
合
は
そ
の
旨
を
申
告
書
に
記
載
し

社
会
福
祉
課
介
護
保
険
係

（
１
階
④
窓
口
）

23･

１
１
４
８

障
害
者･

特
別
障
害
者
控
除

認
定
書
の
交
付
申
請
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
の
要
介
護
２
以
上
の

認
定
を
受
け
て
お
ら
れ
る
65
歳

以
上
の
方
に
つ
い
て
、
知
的
障
害

者
、
身
体
障
害
者
に
準
ず
る
状
態

ま
た
は
寝
た
き
り
の
状
態
で
あ

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
方
に
対
し

て
、
申
請
に
基
づ
き
、
年
末
調

整
・
確
定
申
告
用
の
認
定
書
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

【
審
査
方
法
】

　
そ
の
方
の
要
介
護
認
定
に
か
か

る
資
料
（
「
高
齢
者
日
常
生
活
動
作

等
状
況
調
書
」や「
主
治
医
意
見
書
」

等
）を
審
査
し
て
決
定
し
ま
す
。

※�

要
介
護
２
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
て

も
非
該
当
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
窓
口
に
て
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

要介護度 日常生活自立度
障害者
に該当

特別障害者
に該当

要介護

２

障害高齢者自立度 B１以上

認知症高齢者自立度 Ⅱａ以上

要介護

３

障害高齢者自立度 B１以上

認知症高齢者自立度 Ⅱａ、Ⅱｂ Ⅲａ以上

要介護

４･５

障害高齢者自立度 B１ Ｂ２以上

認知症高齢者自立度 Ⅱａ、Ⅱｂ Ⅲａ以上

　
昨
年
の
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
選
手

権
大
会
で
２
位
と
な
り
国
際
大
会
へ
の
出
場
を

果
た
し
た
。
今
年
は
二
つ
の
全
国
大
会
で
入
賞

を
果
た
す
な
ど
、
今
後
が
非
常
に
楽
し
み
な
選

手
で
あ
る
。

石い

し

い井 

良
り
ょ
う
す
け祐 

さ
ん
（
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
）

（
滑
川
高
校
・
青
島
在
住
）

　
県
大
会
で
は
昨
年
の
女
子
初
優
勝
に
続
き
、

今
年
は
男
子
が
初
優
勝
し
、
２
年
連
続
し
て
全

国
大
会
出
場
を
果
た
し
た
。
北
信
越
大
会
で
も

男
女
で
入
賞
す
る
な
ど
、
今
後
一
層
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
。

魚
津
市
立
東
部
中
学
校

駅
伝
チ
ー
ム

　
魚
津
市
「
桑
山
」
ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、
㈱
桑
山
か
ら
の
寄
付
金
を
基
に
設
立

し
た
「
桑
山
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
」
の
運
用
事
業
で
、
そ
の
年
の
全
国
大
会
等

で
特
に
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
、
魚
津
市
の
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
と
振
興
に

貢
献
し
た
選
手
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
26
年
は
１
個
人
、
１
団
体
が
選
ば
れ
、
12
月
25
日
に
市
役
所
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

魚
津
市｢

桑
山｣

ス
ポ
ー
ツ
賞

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
新
規
に
事
業
を
始
め
ら

れ
た
方
な
ど
、
申
告
書
が
必
要
な

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
エ
ル

タ
ッ
ク
ス
で
の
受
付
も
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
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農
地
の
利
用
集
積
と

遊
休
農
地
の
解
消
を

遊
休
農
地
が
発
生
す
る
と

環
境
の
悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す

●
病
害
虫
の
発
生

●
鳥
獣
害
の
発
生

●
産
業
廃
棄
物
等
の
不
法
投
棄

●
火
災
の
発
生

●
雑
木
、
雑
草
の
繁
茂

農
地
は
荒
ら
さ
ず
耕
作
し
ま
し
ょ
う

●�

農
地
の
権
利
を
有
す
る
者
は
、

「
農
地
を
農
地
と
し
て
利
用
す
る

責
務
」が
あ
り
ま
す
。

●�

農
地
は
「
限
り
あ
る
か
け
が
え

の
な
い
地
域
の
貴
重
な
資
源
」
で

す
。

遊
休
農
地
を
放
っ
て
お
く
と

法
的
措
置
が
と
ら
れ
ま
す

農
業
委
員
会
に
相
談
し
よ
う

　
自
ら
耕
作
で
き
な
い
な
ど
、
農

地
の
利
用
で
お
悩
み
の
方
は
、
お

早
め
に
地
元
の
農
業
委
員
や
農
業

委
員
会
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。農

業
委
員
会
で
は
、
農
地
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す

　
農
業
委
員
会
が
地
域
を
巡
回
し

て
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用
状
況
調

査
）
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
理
解･

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は

　
相
続
な
ど
に
よ
っ
て
農
地
の
権

利
を
取
得
し
た
と
き
は
「
農
業
委

員
会
へ
の
届
出
」
が
必
要
で
す
。

届
出
が
必
要
な
者

　
農
地
法
の
許
可
を
要
さ
ず
に
次

の
よ
う
な
理
由
で
農
地
の
権
利
を

取
得
し
た
方

●�

相
続
（
遺
産
分
割･

包
括
遺
贈･

特
定
遺
贈
な
ど
の
場
合
も
）

●
法
人
の
合
併
・
分
割

●
時
効

※�

届
出
書
は
、
魚
津
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
申
請
書
・
刊
行
物
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

●�

市
で
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

に
よ
り
農
業
委
員
会
委
員
の
選

挙
権
、
被
選
挙
権
の
資
格
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●�

昨
年
12
月
下
旬
に
、
農
家
世
帯

に
対
し
申
請
書
等
を
返
信
用
封

筒
と
と
も
に
送
付
し
ま
し
た
の

で
、
提
出
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

提
出
期
限
　
１
月
９
日
㈮

今
こ
そ
農
業
委
員
会
に

「
女
性
の
力
を
」

　
農
業
就
業
人
口
の
半
数
を
占
め

る
女
性
た
ち
。
豊
か
な
農
村
を
守

り
、
地
域
農
業
を
元
気
に
し
て
い

く
た
め
に
は
、
女
性
の
力
が
必
要

で
す
。

　
農
業
・
農
村
の
活
性
化
に
向
け

て
、
全
国
各
地
で
女
性
農
業
委
員

が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

魚
津
市
農
業
委
員
会

（
農
林
水
産
課
内
）

23･

１
０
３
２

　
平
成
25
年
に
農
地
法
が
改
正
さ
れ
、
遊
休
農
地
（
耕

作
放
棄
地
）
へ
の
対
策
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
か
け
が
え
の
な
い
農
地
を
守
る
た
め
、
遊
休
農
地
の

増
加
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
す
で
に
あ
る
遊
休

農
地
は
再
生
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
豊
か
な
農

地
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
農
業
委
員
会
は
、
地
域
内
の
農

地
の
利
用
状
況
を
調
査
し
、
「
遊

休
農
地
」
と
「
遊
休
化
の
お
そ
れ

の
あ
る
農
地
」
を
把
握
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
所
有
者
等
を
対
象
に

「
利
用
意
向
調
査
」
等
を
行
い
ま

す
。

広報うおづ201５-1 1２



予定時間 内　容 場　所

  9:00～ 鎮火祈願・義勇塔参拝 魚津神社・大泉寺

10:00～ 式典（消防団員の表彰など） 新川文化ホール

11:00～ 市中パレード
にいかわ信用金庫本店前
から市役所まで

11:20～
観閲式・分列行進
（消防職団員540名 消防車両26台
 防災ヘリ１機）

市役所周辺
※交通規制参照

11:45～

12:00

新入団員放水・特殊車両展示

一斉放水
市役所周辺
※交通規制参照

12:00～ 消防音楽隊演奏 市役所正面入口玄関

富山県東部消防組合消防本部　消防課　　　24-7978
魚津消防署　24-7980

灯油類の流出事故が多発しています

　ホームタンクで灯油を貯蔵しているご家庭では、次

のことに注意し漏えい事故や被害の拡大を未然に防止

しましょう。

◆�ご家庭に設置しているホームタンクの点検を行って

いますか？

◆�ホームタンクの設置場所は、屋根からの落雪の影響

を受けない場所ですか？

◆�急激にホームタンクの残量が減少していたり、家の

周りで灯油の臭いはしませんか？

消防出初式

海上出初式及び冬季海難救助訓練

　安全祈願の後、訓練及び色水での一斉放水を実施し

ます。消防職員及び救難所員約40名が参加します。

●日時　１月17日㈯　9:30～

●場所　魚津市上口　魚津港南区

●内容　基本訓練（救命索発射銃取扱訓練）

　　　　応用訓練（海難事故を想定した総合訓練）

　　　　一斉放水

1月26日は文化財防火デー

　１月26日は、奈良法隆寺金堂の壁画が焼失した日

（昭和24年）にあたります。文化財を火災、地震その

他の災害から守るため、この日を文化財防火デーと定

め、全国的に文化財防火運動を展開しています。

　魚津消防署でも、これに併せて下記のとおり文化財

防火訓練を実施します。

●日時　１月26日㈪　9:30～

●場所　魚津市上村木　常泉寺

※�訓練にあたり、周辺を交通規制しますので、ご協力をお願

いします。

富山県東部消防組合 魚津消防署 消防係　24-7980

富山県東部消防組合 魚津消防署　24-7980

富山県東部消防組合　魚津消防署　24-7980

※�式典を行う新川文化ホールには、一般観覧席が設けられます。ぜひご来場ください。

※�消防出初式の実施に伴い市役所周辺は11:00～12:00の間、片側通行または通行止めとなります。（交通規制参照）�ただし、

その時間帯でも通行できる場合がありますので、現場の警察官、消防職員の指示に従ってください。

※�また、市役所正面駐車場と山側職員駐車場も使用できませんので、市民の皆さんのご協力をお願いします。

●日時　１月10日㈯　9:00～12:15

●場所　新川文化ホール・市役所周辺ほか 出初式にともなう交通規制

大切な命と財産を守るため、火災予防を心がけましょう

広報うおづ 201５-11３



こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

（
１
階
⑦
番
窓
口
）

23･

１
０
０
６

母
子
家
庭
等
の
た
め
の
修
学
資
金

貸
付
の
ご
案
内

　
市
内
に
住
ん
で
い
る
母
子
及
び

父
子
家
庭
の
児
童
や
、
父
母
の
な

い
児
童
が
、
高
校･

短
大･

大
学･

専
門
学
校
な
ど
に
修
学
す
る
場
合

に
、
そ
の
授
業
料
等
の
資
金
を
貸

付
し
ま
す
。

●
貸
付
利
率
　
無
利
子

●
貸
付
限
度
額
　
条
件
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。
（
月
額
1
万
8
千
円
～

6
万
4
千
円
）

※�

事
前
相
談
が
必
要
で
す
。
ま
ず
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）

か
ら
の
お
知
ら
せ

（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部


０
３･

６
７
３
１･

２
８
８
７

FAX
０
３･

６
７
３
１･

２
８
９
０

　
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
な

い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共
に
加
入

し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ

い
て
も
調
査
し
ま
す
の
で
、
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
冬
期
間
15
㎝
以
上
の
積
雪
が
予

想
さ
れ
る
場
合
、
除
雪
作
業
の
た

め
市
役
所
駐
車
場
の
夜
間
使
用
を

禁
止
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

●
駐
車
禁
止
時
間
　
午
後
５
時
半

～
明
朝
午
前
８
時
半

除
雪
に
伴
う
市
役
所
駐
車
場

使
用
禁
止
の
お
知
ら
せ

財
政
課
管
財
・
契
約
検
査
係

（
2
階
）

23･

１
０
８
８

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
定
期

受
付
を
行
い
ま
す

　
魚
津
市
が
平
成
27･

28
年
度
に

発
注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等
の
入

札
に
つ
い
て
、
参
加
を
希
望
す
る

方
の
資
格
審
査
申
請
を
受
付
け
ま

す
。
（
有
効
期
限
２
年
間
）
。

　
な
お
、
魚
津
市
へ
申
請
す
る
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
要
領
に

つ
い
て
は
、
魚
津
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

●
受
付
期
間
　
２
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

（
土･

日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

毎
月
第
２･
３
木
曜
日
は
行
政
相
談
日

●
日
時
　
１
月
８
日
㈭
・
15
日
㈭

　
午
後
１
時
～
４
時

●
場
所
　
市
役
所
1
階
市
民
相
談
室

●
問
合
せ
　
市
民
課
市
民
係�


23･

１
０
０
３

※
予
約
不
要

不
動
産
無
料
相
談
会

●
日
に
ち
　
１
月
21
日
㈬

●
時
間
　
午
後
１
時
～
5
時

●
会
場
　
新
川
文
化
ホ
ー
ル
103
号
室

●
問
合
せ
　(

公
社)

富
山
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
新
川
支
部
（
相
川
）�


０
９
０･

３
２
９
５･

７
３
１
１

成
年
後
見･

相
続･

遺
言�

無
料
相
談
会

●
日
に
ち
　
１
月
24
日
㈯

●
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
会
場
　
福
祉
セ
ン
タ
ー�

百
楽
荘

●
問
合
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
や
ま

成
年
後
見
人
協
会


０
７
６･

４
３
３･

２
３
４
８

※
予
約
不
要

各
種
相
談
の
お
知
ら
せ

住
宅
に
関
す
る
無
料
相
談

　
今
月
は
、
住
宅
の
増
改
築
、
外

壁
・
雨
漏
り
・
雨
ど
い
に
関
す
る

無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
に
ち
　
毎
月
第
３
火
曜
日

●
時
間
　
午
後
１
時
～
４
時

●
会
場
　
魚
津
地
域
建
築
組
合

（
北
鬼
江
313
ー
３
）

※�

電
話
相
談
は
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
（
魚
津
市
地
域
住

宅
相
談
所�


22･

５
０
７
８
）

　
平
成
26
年
４
月
以
降
の
消
費
税

８
％
へ
の
引
き
上
げ
後
に
住
宅
を

取
得
し
た
人
（
新
築
、
購
入
も
含
む
）

を
対
象
に
し
た
、
増
税
に
よ
る
負

担
軽
減
の
た
め
の
国
土
交
通
省
の

制
度
で
す
。

　
収
入
に
応
じ
て
最
大
30
万
円
ま

で
、
入
居
後
に
必
要
書
類
を
そ
ろ

え
て
申
請
す
る
こ
と
で
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

h
ttp

:/
/
su

m
a
i-k

y
u
fu
.jp

「
住
ま
い
給
付
金
」を
知
っ
て
い
ま
す

か
？

住
ま
い
給
付
金
事
務
局


０
５
７
０
・
０
６
４
・
１
８
６

財
政
課
管
財
・
契
約
検
査
係

（
2
階
）

23･

１
０
８
８

　

118
番
は
、
海
上
保
安
庁
の
緊
急
通

報
用
の
電
話
番
号
で
す
。
海
上
に
お

け
る
事
件･

事
故
な
ど
次
の
よ
う
な

場
合
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

緊
急
通
報
は「
110
番
」
、相
談
は「

＃9110
」

　
１
月
10
日
は
110
番
の
日
で
す
。

　
緊
急
で
な
い
相
談
等
の
用
件
で

「
110
番
」
を
し
て
し
ま
う
と
、
回
線

が
ふ
さ
が
り
、
緊
急
事
態
の
対
応

が
遅
れ
ま
す
。

　
生
活
の
安
全
に
関
す
る
悩
み
ご

と
、
相
談
は
「
＃
９
１
１
０
」
に
お

願
い
し
ま
す
。

　
緊
急
に
警
察
官
を
派
遣
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
は
、
迷
わ
ず
110
番

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
間
違
え
て
110
番
に
か
け

た
場
合
は
、
無
言
で
切
ら
ず
に
、

間
違
え
た
こ
と
を
告
げ
て
く
だ
さ

い
。１

月
18
日
は
118
番
の
日

●�

海
難
や
人
身
事
故
に
遭
遇
し
た
、

ま
た
は
目
撃
し
た

●�

油
の
排
出
等
を
発
見
し
た

●�

見
慣
れ
な
い
船
、
不
審
な
船
を
発

見
し
た

●�

密
航･

密
輸
事
犯
等
の
情
報
を
得
た

用
水
を
断
水
し
ま
す

山
形
建
鐵
株
式
会
社��


24･

２
８
８
２

新
川
土
木
セ
ン
タ
ー�


22･

９
１
１
８

魚
津
市
土
地
改
良
区�


22･

５
６
５
６

　
主
要
地
方
道
宇
奈
月
大
沢
野

線
工
事
に
伴
い
用
水
を
断
水
し
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
断
水
期
間
　
平
成
26
年
12
月
22

日
㈪
～
平
成
27
年
３
月
31
日
㈫�

（
100
日
間
）

●
断
水
路
線
　
印
田
用
水
路

く

ら

し

新
川
広
域
圏
事
務
組
合
業
務
課

（
北
鬼
江
313
番
地
２
）

23･

１
０
７
４

請
負
入
札
参
加
資
格
申
請
受
付

　
新
川
広
域
圏
事
務
組
合
が
平
成

27
・
28
年
度
に
発
注
す
る
建
設
工

事･

測
量
業
務
な
ど
の
請
負
に
つ
い

て
、
次
に
よ
り
入
札
参
加
資
格
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
受
付
期
間
　
２
月
２
日
㈪
～
３

月
2
日
㈪
　
午
前
9
時
～
午
後
４

時
半
（
土･

日･

祝
日
は
除
く
）

※�

申
請
要
領
な
ど
に
つ
い
て
は
、
新
川
広
域

圏
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

広報うおづ201５-1 1４



福祉センター百楽荘・経田福祉センター

おたっしゃ介護予防教室
●百楽荘　　　　　　（火、木、金、土）

●経田福祉センター　（水、木）

※上記地区以外の方はコミュニティバスをご利用ください。

 （月曜休館）　　 ☎24-3241　　　　　　 ☎24-7307

福祉バス運行表

●福祉センター百楽荘行き

虎谷・石垣新 １/６㈫･13㈫･20㈫･27㈫

片貝・加積 １/９㈮･16㈮･23㈮･30㈮

●経田福祉センター行き

西布施 １/７㈬･14㈬･21㈬･28㈬

ふれあい入浴事業（市内の公衆浴場）

●実施日　１/13㈫・27㈫

 社会福祉課高齢福祉係（１階⑤番窓口）　☎23-1007

納期案内

　●２月２日㈪までに納めてください
　　市県民税  第４期
　　国民健康保険税　  第７期
　　後期高齢者医療保険料  　第７期
　　介護保険料  第５期

つむぎ倶楽部

『介護家族の集い』に参加しませんか？

☎22-6006

１月のオレンジカフェつむぎ
　認知症を患う方とその家族、介護に従事している方な

どもお気軽にお立ち寄りください。

●日時　１月８日㈭�　10:00～15:00

●利用料　300円　　　●問合せ　つむぎ倶楽部

　寝たきりや認知症などの高齢者の方を介護している家
族が集まって、お互いの介護経験を話し合ったり悩みを

相談したりします。

●日時　　１月20日㈫�　13:30～16:00

●問合せ　地域包括支援センター予防係　23-1093

※初めての方は事前にご連絡ください。

吉島511

入居者募集

●市営住宅

●特定公共賃貸住宅

　�市営住宅の１月募集はありません。

　※市営住宅入居の基準所得を超えている方が申込み可能

　�天王団地３戸（�2号棟�１階と４階� 3DK� 82.30㎡�

　和８帖��洋８帖･６帖� DK９帖�サンルーム有�

　家賃� 60,000円� 駐車場２台分含む）※１階１戸、４階２戸

　上記申込期間は１月５日㈪～30日㈮です。

 都市計画課建築住宅係
（３階） ☎23-1031

　�上野方団地１戸（�3号棟� 2階� 3DK� 79.34㎡� 和６帖��

洋８帖･６帖� DK９帖�サンルーム有�家賃62,000円�

駐車場１台分含む）

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
を

や
め
て
く
だ
さ
い

環
境
安
全
課
生
活
安
全
係

(

１
階
⑪
番
窓
口)


23･

１
０
４
８

　
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
一
部
の
心

無
い
人
が
捨
て
た
ゴ
ミ
を
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
大
変
苦
労
し

な
が
ら
回
収
し
て
い
ま
す
。
他
の

方
に
迷
惑
を
か
け
る
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

　
不
法
投
棄
は
「
５
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
（
法

人
の
場
合
は
３
億
円
以
下
）
」
の
犯

罪
で
す
。
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
や
不

法
投
棄
を
や
め
て
く
だ
さ
い
。

冬
道
の
ド
ラ
イ
ブ
は
安
全
運
転
を

　
冬
道
で
は
、
道
路
の
積
雪
、
凍

結
に
よ
り
通
常
期
に
比
べ
て
交
通

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
事
項
に
注
意
し
、
事
故
の

無
い
よ
う
安
全
運
転
を
お
願
い
し

ま
す
。

・�

冬
用
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
、
タ
イ

ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
携
行

・�

慌
て
ず
急
が
ず
、
ゆ
と
り
を
持

っ
た
運
転
を
（
急
発
進
、
急
ハ
ン

ド
ル
、急
ブ
レ
ー
キ
は
厳
禁
）

・�

車
間
距
離
を
十
分
に
と
っ
て
、

ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に

・�

時
間
に
ゆ
と
り
の
あ
る
ド
ラ
イ

ブ
計
画
を

・�

最
新
の
交
通
情
報
、
気
象
情
報

の
入
手
を

環
境
安
全
課
生
活
安
全
係

(

１
階
⑪
番
窓
口)


23･

１
０
４
８

降
雪
時
の
ご
み
・
資
源
物
の
収
集

に
つ
い
て

環
境
安
全
課
生
活
安
全
係

(

１
階
⑪
番
窓
口)


23･

１
０
４
８

　
ご
み
・
資
源
物
は
地
区
で
決
め

ら
れ
た
日
の
午
前
８
時
ま
で
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
日
以
外
に
出
す
と
、
除
雪
作

業
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

　
収
集
時
間
は
、
天
候
、
交
通
規

制
、
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
遅

く
も
早
く
も
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
再
収
集
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
収
集
後
に
出
す
こ
と
が
な
い

よ
う
充
分
ご
注
意
下
さ
い
。

　
ま
た
、
円
滑
な
収
集
作
業
の
た

め
、
集
積
場
周
辺
の
除
雪
を
お
願

い
し
ま
す
。

総
務
課
行
政
行
革
係

（
2
階
）

23･

１
０
１
９

２
０
１
５

年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
２
月
１
日
現
在
で
農
林
業
を
営

ん
で
い
る
方
を
対
象
と
し
て
、
全

国
一
斉
に
「
農
林
業
の
国
勢
調
査
」

と
い
わ
れ
る
「
２
０
１
５
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
農
林
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
、
国
や
地
方
自
治

体
の
ほ
か
各
方
面
に
わ
た
り
、
広

く
利
用
で
き
る
総
合
的
な
統
計
資

料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
農
林
業
の
未
来
を
築
い
て
い

く
た
め
の
重
要
な
調
査
で
す
。

　
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘

密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確

な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

商
工
観
光
課

（
３
階
）�


23･

１
０
２
５

●
日
時
　
３
月
２
日
㈪
　
午
後
１

時
半
～
５
時

●
場
所
　
新
川
文
化
ホ
ー
ル

●
対
象
者
　
平
成
28
年
３
月
卒
業

予
定
の
学
生
、
平
成
27
年
３
月
卒

業
予
定
の
学
生
（
３
年
以
内
既
卒
者

を
含
む
）
、
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
、
転

職
希
望
者
等

●
参
加
対
象
企
業
　
市
内
に
事
業

所
等
を
有
し
て
お
り
、
右
記
対
象

者
を
採
用
す
る
意
欲
が
あ
る
企
業

※
参
加
費
無
料

「
魚
津
市
合
同
企
業
説
明
会
」

参
加
企
業
募
集

募

集

広報うおづ 201５-11５



使用ソフト　Windows７、Microsoft�Office2010等

時間　　　　表中に記載

受講料　　　表中に記載　※別途テキスト代金が必要

コース定員　20名　※定員となり次第締切

※参加人数が5人以下の場合は講座を中止することがあります。

申込期間　１/５㈪～23㈮

※�申込み用紙は魚津地域職業訓練センター、商工観光課（市

役所３階）、魚津公共職業安定所にあります。センターま

たは商工観光課にFAX･郵送で提出してください。学び

の森天神山交流館ホームページに年間計画があります。

昼間コース

コース 日程

ワード中級
２/２㈪～

４㈬、６㈮

（9:00～12:00）

縦書き、段組みなどいろいろな書式で
の文書や、複雑な表を含む文書を習得
する。（受講料3,000円）

ワード活用
２/16㈪～

18㈬、20㈮

（9:00～12:00）

図形などグラフィック機能とレイアウ
トの基本を学び、チラシなどを作成し
ます。（受講料3,000円）

エクセル活用 ２/23㈪～

25㈬、27㈮

（9:00～12:00）

カレンダーや家計簿など、暮らしに活
かせる身近なエクセルの使い方を習得
する。（受講料3,000円）

コース 日程

パワーポイント入門
２/28㈯

（9:00～16:00）
発表会などに使える、効果的なスライドの
作成方法を習得する。（受講料1,500円）

土曜･夜間コース

生
涯
学
習･

ス
ポ
ー
ツ
課
生
涯
学
習
係

（
第
１
分
庁
舎
）

23･

１
０
４
５

平
成
27
年
成
人
式

●
日
時
　
１
月
11
日
㈰
　
午
前
10

時
（
受
付
午
前
９
時
半
）

●
会
場
　
新
川
文
化
ホ
ー
ル�

大
ホ
ー
ル

●
内
容
　
第
1
部
　
式
典

　
　
　
　
第
2
部
　
抽
選
会
等

魚
津
市
総
合
体
育
館


22･

１
２
６
３

新
年
水
泳
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
パ
ン
食
い
競
争
や
買
い
物
レ
ー

ス
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ

ぱ
い
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
日
に
ち
　
１
月
11
日
㈰

●
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
半

●
場
所
　
総
合
体
育
館
室
内
温
水
プ
ー
ル

●
申
込
　
当
日
午
前
９
時
半
か
ら

会
場
で
受
付

地
域
協
働
課
地
域
協
働
推
進
係

（
２
階
）

23･

１
０
１
７

ど
っ
ち
が
お
好
き
？ 

ネ
パ
ー
ル

「
も
も（
餃
子
）」VS
中
国「
水
餃
子
」

国
際
交
流
サ
ロ
ン
～
料
理
編
～

　
今
回
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ

Ｂ
の
渡
邊
純
子
さ
ん
（
ネ
パ
ー
ル
派

遣
）と
ネ
パ
ー
ル
料
理
の
「
も
も
」
を

作
り
ま
す
。

　
ま
た
、
餃
子
と
言
え
ば
中
国
。

水
餃
子
も
作
っ
て
、
世
界
各
国
の

味
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

●
日
に
ち
　
１
月
17
日
㈯

●
時
間
　
午
前
10
時

●
会
場
　
魚
津
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費
　
500
円

※
調
理
の
出
来
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

財
政
課
管
財
・
契
約
検
査
係

（
2
階
）

23･

１
０
８
８

市
役
所
食
堂
運
営
者
を
募
集
し
ま
す

　
食
堂
運
営
者
を
募
集
し
ま
す
。
募

集
要
項
に
つ
い
て
は
魚
津
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
財
政
課
管
財･

契

約
検
査
係
に
て
入
手
で
き
ま
す
。

●
募
集
期
間
　
１
月
13
日
㈫
～
30
日
㈮

●
募
集
条
件
　

　
①
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

　
②
市
税
を
滞
納
し
て
な
い
こ
と

　
③
安
く
て
良
質
な
食
事
を
提
供
で
き
る
こ
と

　
④
４
月
中
旬
か
ら
開
始
で
き
る
こ
と

まちづくりコーディネーター研修の受講者募集

　「人･夢を未来へつなぐまちづくり」を、みんなで考えま

す。協働のまちづくりのつなぎ役となるコーディネーター

を育てる講座です。

　あなたも、いっしょに仲間づくりをしませんか？

●日時・場所

　①１月11日㈰　13:30～　大町公民館

　②２月22日㈰　10:00～　新川文化ホール

　①３月15日㈰　13:30～　大町公民館

　※３回連続コースです。

●講師　桜美林大学

　　　　名誉教授

　　　　瀬沼�克彰�氏

●申込締切

　　　　１月９日㈮

　　　　　※受講料無料

申込先�地域協働課地域協働推進係（２階）23-1017

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
in
あ
り
そ

出
店
者
大
募
集
！
全
50
区
画

●
日
時
　
２
月
15
日
㈰
　
午
前
９
時

～
午
後
２
時（
準
備
は
午
前
８
時
～
）

●
会
場
　
あ
り
そ
ド
ー
ム

●
出
展
料
　
１
区
画�

１
５
０
０
円

あ
り
そ
ド
ー
ム


23･

９
８
０
０

催

し

物

●
施
設
　
厨
房
22
・
68
㎡
、
食
堂
１
０

６
・
20
㎡
（
60
席
）

●
営
業
時
間
　
平
日
午
前
11
時
～
午
後

２
時（
1
日
当
た
り
の
利
用
数
20
食
程
度
）

●
使
用
料
　
建
物
使
用
料
、
電
気
料
免
除

●
選
定
方
法
　
書
類
審
査
及
び
面
接
に

て
決
定

※
当
日
は
2
千
円

※
全
50
区
画

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

魚津地域職業訓練センター
新川学びの森天神山交流館内 （木曜休館） 

☎31-7001　FAX31-7009

広報うおづ201５-1 1６



ありそドーム

●開館時間　8:30～21:30

●トレーニングルーム利用時間

　平日･土曜10:00～21:30　日曜･祝日10:00～17:00

 （火曜休館）　 ☎23-9800

●ランニングコースが使用できない日時

１/4㈰ 17:00まで× 12（月･祝） 17:00まで×

5㈪ 17:00まで× 17㈯ 終日×

10㈯ 17:30まで× 18㈰ 17:00まで×

11㈰ 17:00まで× 31㈯ 17:00まで×

街頭献血にご協力をお願いします

　●日時　１月18日㈰　10:00～16:00
　●場所　サンプラザ

　●日時　１月27日㈫　� 9:00～11:30
　●場所　魚津市役所　１階正面ロビー

ご寄付ありがとうございました

▼社会福祉基金

三井自動車（株）友の会 天神野新 3,000�円

健康友の会�沖田�崇寛 六郎丸 3,000 円

中田�豊治 吉島一丁目 100,000�円

魚津市地域住宅相談所 北鬼江 5,521 円

▼善意銀行　（社会福祉協議会） 22-8388

（故）杉森�茂利 新金屋二丁目 100,000 円

（故）石﨑�秀雄 上村木一丁目 100,000�円

ＪＡうおづ女性部 北鬼江 6,000 円

富山県立新川みどり野高等学校
華道・手芸部

木下新 11,530 円

にいかわ信金新壮会 双葉町 6,000 円

上口保育園職員一同 上口一丁目 8,000 円

ユニー（株）アピタ魚津店 住吉 日用雑貨114点

▼魚津市環境保全基金として

（株）魚津清掃公社 大光寺 5,000,000 円

▼森林整備活動の推進に対して

正木　よる子 吉島一丁目 100,000�円

▼魚津市のスポーツ振興のため（桃山運動広場）

魚津市サッカー協会･魚津市ラグビーフットボール協会
ベンチ上屋の横幕３セット

(

公
財)

魚
津
市
体
育
協
会

（
あ
り
そ
ド
ー
ム
内

）

23･

９
８
０
０

第
54
回
ス
キ
ー
競
技
会

第
63
回
市
民
体
育
大
会

●
日
に
ち
　
２
月
１
日
㈰

●
競
技
開
始
時
刻
　
午
前
10
時

●
会
場
　
シ
ャ
ル
マ
ン
火
打
ス
キ
ー

場（
新
潟
県
糸
魚
川
市･

旧
能
生
町
）

※
無
料
送
迎
バ
ス
あ
り

●
参
加
種
目
　
大
回
転
（
ア
ル
ペ

ン
の
部
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部
）

●
参
加
資
格
　
小
学
生
以
上
で
、

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
者

●
参
加
費
　
無
料
（
リ
フ
ト
代
は

個
人
負
担
）

※�

小
学
生
は
学
校
を
通
し
て
申
込
み

　
中
学
生
以
上
は
随
時
受
付

あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
㈱

総
務
企
画
部
総
務
課


０
７
６
・
４
４
４
・
１
３
０
０

●
日
に
ち
　
１
月
22
日
㈭

●
時
間
　
午
後
７
時
～
８
時
半

●
場
所
　
魚
津
商
工
会
議
所
５
階

研
修
室

●
内
容
　
３
月
14
日
に
Ｊ
Ｒ
か
ら

北
陸
本
線
の
経
営
を
引
き
継
い
で

運
行
す
る
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道

の
利
用
方
法
に
つ
い
て
の
説
明

●
対
象
者
　
ど
な
た
で
も

※
申
込
不
要
・
入
場
無
料

魚
津
市
障
害
者
連
合
会
（
川
上
）


22･

２
４
９
４

社
会
福
祉
課
福
祉
保
護
係

（
１
階
⑥
番
窓
口
）

23･

１
０
０
５

　
福
祉
施
設
を
利
用
し
て
い
る
み

な
さ
ん
と
、
も
ち
つ
き
を
行
い
、

お
も
ち
を
食
べ
な
が
ら
ゲ
ー
ム
で

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
　
１
月
21
日
㈬�
午
後
１
時
半

●
会
場
　
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー

※
参
加
無
料

第
11
回
も
ち
つ
き
交
流
会

あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道

利
用
者
説
明
会

　
魚
津
八
幡
宮
へ
初
詣
に
行
き
ま
す
。

●
日
時
　
１
月
18
日
㈰
　
午
前
９
時

魚
津
市
役
所
集
合

１
月
の
歩
こ
う
会

魚
津
歩
こ
う
会

（
地
﨑
）

24･

３
９
４
６

魚
津
桃
山
運
動
公
園


22･

０
０
７
７

第
９
回
桃
山
雪
ま
つ
り

　
40
ｍ
の
ジ
ャ
ン
ボ
滑
り
台
や
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
手
作
り
体
験
な

ど
、
雪
と
遊
べ
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
。
今
年
か
ら
の
新
規

イ
ベ
ン
ト
も
企
画
中
で
す
。

　
あ
た
た
か
～
い
飲
食
コ
ー
ナ
ー

も
あ
る
よ
。

生
涯
学
習･

ス
ポ
ー
ツ
課
生
涯
学
習
係

（
第
１
分
庁
舎
）

23･

１
０
４
５

le
a
rn

in
g
@
c
ity

.u
o
zu

.lg
.jp

市
民
教
養
講
座

ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ミ
ナ
ー

「
故
郷
を
学
ぶ
」 

今
を
知
り
、
明
日
の

魚
津
を
考
え
よ
う
！　

平
成
26
年
度 

第
２
回
受
講
生
募
集

●
日
に
ち
　
１
月
28
日
㈬

●
時
間
　
午
後
７
時
～
８
時
半

●
会
場
　
あ
り
そ
ド
ー
ム
研
修
室

●
演
題
　
魚
津
の
戦
国
山
城

～
松
倉
城
と
そ
の
支
城
群
に
つ
い
て
～

●
講
師
　
的
場
茂
晃�

学
芸
員
　

（
魚
津
市
教
育
委
員
会
）

※�

会
場
準
備
の
都
合
上
、
１
月
23
日
㈮
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

(

公
財)
魚
津
市
体
育
協
会

（
あ
り
そ
ド
ー
ム
内

）

23･

９
８
０
０

市
民
ス
キ
ー
教
室
受
講
者
募
集

●
日
に
ち
　
１
月
17
日
㈯
、
24
日
㈯

●
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

●
会
場
　
宇
奈
月
温
泉
ス
キ
ー
場

（
現
地
集
合
・
現
地
解
散
）

●
対
象
　
未
就
学
児
（
年
中
、
年

長
）
、
小･

中
学
生
、
一
般
（
小
学
生

3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

●
募
集
定
員
　
基
礎
コ
ー
ス
50
名

（
未
就
学
児
10
名
、
小
学
生
40

名
）
ポ
ー
ル
コ
ー
ス
20
名

●
参
加
費
　
各
１
日
１
５
０
０
円

（
う
お
づ
ス
ポ
ラ
会
員
は
千
円
）

※
別
途
リ
フ
ト
料
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
指
導
員
　
魚
津
市
ス
キ
ー
協
会

●
申
込
期
限
　
17
日
実
施
分
は
１

月
14
日
㈬
、
24
日
実
施
分
は
１
月

21
日
㈬

●
日
時
　
１
月
18
日
㈰
　
午
前
10

時
～
午
後
2
時

●
会
場
　
桃
山
運
動
公
園

広報うおづ 201５-11７



魚津水族館 24-4100

9:00～17:00（入館は16:30まで）

埋没林博物館 22-1049

9:00～17:00（入館は16:30まで）

●マリンゲート冬季閉鎖のお知らせ

　�　埋没林博物館の海の駅側出入り口「マリンゲート」

は、平成27年３月19日㈭まで閉鎖します。

新川学びの森天神山交流館
 （木曜休館）　 ☎31-7001

●学びの森音楽祭事業
　池辺晋一郎の「学びの森からの早春音楽だより」

　タンゴで馴染み深い楽器バンドネ

オンの若手実力派、三浦一馬を迎

え、作曲家の池辺晋一郎が楽しく熱

い演奏とお話をお届けします。愛

（Ikebe）と情熱のバンドネオンをお楽

しみください。

　日時　２月22日㈰　14:00～

　会場　学びの森交流館�桜ホール

　出演　池辺晋一郎（作曲家）

　　　　三浦一馬（バンドネオン）

　料金　2,000円

　※�前売券は、学びの森交流館、新川文化ホ

ール、サンプラザで

　主催　学びの森音楽祭実行委員会

●埋没林博物館は１月２日(金)から開館します

　�　2日㈮、3日㈯の両日ご来館の方に、お正月プレゼン

トをさしあげます。

●企画展「魚津ナチュラルギャラリー15」

　�　きれい、ふしぎ、おもしろい！

　　魚津の多彩な自然を写真で紹介

　１月31日㈯まで

　埋没林博物館�展示通路　※�要入館料

●ふれあい学習会「冬の蜃気楼ウォッチングとおもしろ実験」

　�　冬の蜃気楼“浮き島”を観察しよう！家庭にある材

料を使った蜃気楼実験もおこないます。

　１月25日㈰　11:00～12:00　埋没林博物館
　※�要入館料（中学生以下は入館無料日）

　※�事前申込不要。当日入館された方はどなたでも参加できます。

　※�悪天候のときは室内の実験のみになります。

●館内リニューアル工事に伴う臨時休館のお知らせ

　�　魚津埋没林博物館では、北陸新幹線開業にむけ、展

示と施設の改修を実施します。この改修工事のため、

下記の期間休館いたします。

　２月１日㈰～３月19日㈭

　※リニュアルオープンは３月20日㈮です。

●魚津水族館の臨時休館日のお知らせ

　２月16日㈪～19日㈭

　停電作業と機械メンテナンスのため臨時休館します。

●魚津水族館お年玉プレゼント

　１月２日㈮・３日㈯・４日㈰の３日間

　期間中は先着50名の３歳以上のお子様にお年玉プレ

ゼント！

●紅白エビ合戦

　１月２日㈮～２月１日㈰

　３階特別展示室

　めでたい紅白のエビが大集合

ミラージュランド 24-6999

http://www.nice-tv.jp/~mirage/

●平成27年３月中旬までが冬期休園期間となります

　ただいまミラージュランドは冬期休園期間です。

　期間中は園内メンテナンスを行っています。

※�次シーズンの開園日はミラージュランドホームページ

でお知らせします。

第５次魚津市行政改革大綱（案）に対する
パブリックコメントを募集します

　魚津市では、質の高い行政サービスの提供や健全

で効率的・効果的な行財政経営を目指し行政改革に

取り組んでいます。行政改革を推進するうえで、そ

の取組方針を示す第５次魚津市行政改革大綱の素案

をまとめましたので、市民の皆さんから広く意見を

募集します。

●公表方法　①魚津市ホームページ内
　　　　　　（総務課行政行革係のページ）

　　　　　　②総務課に備え付け

●募集期間　１月19日㈪まで

●提出方法　 魚津市ホームページパブリックコメン

ト内の意見募集様式に記入し、直接提

出、郵送、FAX、または電子メールで

お送りください。様式は総務課にも置

いてあります。

提出先・問合せ先　総務課行政行革係 （2階）

23-1019　FAX23-1051　e-mail soumu@city.uozu.lg.jp
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　健康法、食、日常習慣、薬、病

院選び、がん等、知らないと損す

る健康の真実。長生きするための

35の｢どっち？｣を紹介

する一冊です。

　実は誤っている危険

な情報を知り、本当に

正しい健康知識を身に

つけましょう。

●一般

熱風の日本史 井上亮

ぐるっと！原価 吉田延史

認知症の｢真実｣ 東田勉

はやぶさ２の真実 松浦晋也

３時間でわかる漁業権 加瀬和俊

日本の古代道路 近江俊英

ウドウロク 有働由美子

●文学･小説

親愛なる いとうせいこう

気障でけっこうです 小嶋陽太郎

氷の仮面 塩田武士

名刺ゲーム 鈴木おさむ

舎人の部屋 花村萬月

いとの森の家 東直子

敗者の告白 深木章子

●児童･中高生向け

ブロード街の12日間

 デボラ･ホプキンソン

ビジュアル版世界の歴史 増田ユリヤ

続・12月の夏休み 川端裕人

ひらめきちゃん 中松まるは

てぶくろのふたご 二宮由紀子

ないしょにかんぱい！ 宮川ひろ

わたしのひみつ 石津ちひろ

●１月20日㈫～22日㈭　15:30～

　あやとりをあもう！

　かぎ針を使って、毛糸のあやとりを編むよ。
　（定員なし）

※参加費の記載がないものは参加無料です。

長生きするのはどっち？
秋津壽男・著　あさ出版

図書館シネマ倶楽部

こばと 大町 24-2402

かもめ 経田 23-1777

つばめ 本江 23-5133

ひばり 吉島 23-0500

すずめ 道下 23-0522

開館時間
火曜～金曜 9:00～21:00

土・日・祝 9:00～17:00

休 館 日
１/１㈭～３㈯・５㈪
　 19㈪・22㈭・26㈪
※1/4㈰から開館します。

児童センターだより
９：３０～１8：００（休館日 日曜・祝日）

図書館からのお知らせ 22-0462

http://www.lib.city.uozu.toyama.jp/

●１月24日㈯　11:00～

　まるごとザなべ

●１月13日㈫～14日㈬　15:30～

　◎コマさんゴマを作ろう◎

　おりがみで作ったコマさんがコマに変身☆
　（定員なし）

●１月28日㈬　15:30～

　布サッカー・かもめ杯

対象　未就園児とその保護者なら誰でも

日時　１月19日㈪、26日㈪

　　　9:30～12:30

場所　つばめ・ひばり・すずめ 各児童センター

会費　必要に応じて徴収します

親子教室 『ひろば』 に遊びに来ませんか？

みんな集まれ！　お話の会

●おはなしを楽しむ会

　１/10㈯･17㈯･24㈯･31㈯

　10:30～

●ひまわりの会

　１/18㈰　10:30～

※�おはなしを聞いた後は、おり
がみで楽しみましょう。

話題の二冊

楽しくえらんでこの一冊
～新着図書から～

　サッカー大好きっ子集まれ！
　27日㈫に練習するよ！
　（定員なし）

　おにぎりと鍋に入れる材料を1つ持ってきてね。
　（定員15名 参加費50円） 申し込みは22日㈭まで 

●１月19日㈪　15:30～

　あったか芋ぜんざい

　さつまいもとおもちが入ったぜんざいだよ
　（定員30名 参加費50円）

●１月15日㈭～16日㈮　15:30～

　おメェ～でたいマスコット

　毛糸で干支のひつじのマスコットを作ろう
　（定員1日10名 参加費50円）

●日時　１月11日㈰　14:00～

●作品　「クリーン」

　夫を薬物中毒で亡くし一人息子

の養育権も奪われてしまった母親

が、息子を取り戻そうと奮闘する

人間ドラマです。

　ヒロインのマギー・チャンはカ

ンヌ国際映画祭で最優秀主演女優

賞を受賞しました。

（2004年�フランス映画�本編111分）
※入場無料、事前予約不要

●１月19㈪～20㈫　15:30～

　ひばり庵～ツナコーンおやき～

●１月15㈭　15:30～

　新年お楽しみ会

　大きいカルタやゲームをして楽しもう
　（定員なし）

　はんぺんにツナコーンを入れて焼くよ
　（定員1日16名 参加費50円）

●１月26㈪　15:30～

　プレーバスがやってくる！

●１月19日㈪～20㈫　15:30～

　とろ～りみたらしだんご

　もちもちのだんごをつくってたべよう
　（定員1日16名 参加費50円）

　こどもみらい館から遊びの達人がくるよ
　（定員なし）

イベント参加について

　特に表記のないものは入場無料、

事前予約不要です。お気軽にご参

加ください。

　土砂災害による甚

大な被害が増えてい

ます。それは、土砂

災害がいつ、どこ

で、どのように起き

るかがいまだに予測

できないからです。

　本書では、最新の研究や技術を

もとに、土砂災害から命を守る方

法を、住民の視点に立ち、わかり

やすく解説しています。

土砂災害から命を守る
池谷浩・著　五月書房

休館日案内

　図書館の休館日は、毎週月

曜日と第４木曜日です。年末

年始の休館日は12月29日㈪か

ら新年1月３日㈯までです。

　なお、閉館時の返却は、正面

入口横の返却ポストをご利用く

ださい。ただし、ＣＤ、ＤＶＤ

などの視聴覚資料は破損の原因

になりますので、カウンターへ

返却してください。

広報うおづ 201５-11９



1/1(木·祝)
歯科Myクリニック

立山町前沢　☎076-463-6480

1/2㈮
幾島歯科医院

立山町前沢　☎076-463-1900

1/3㈯
山本歯科医院

上市町西中町　☎076-472-0117

1/4㈰
マキノ歯科医院

立山町草野　☎076-463-0269

1/11㈰
川口歯科医院

立山町前沢新町　☎076-464-1166

1/12(月·祝)
吉岡歯科医院

上市町横法音寺　☎076-473-0515

1/18㈰
加藤歯科医院

上市町法音寺　☎076-473-1182

1/25㈰
小森歯科医院

上市町柳町　☎076-472-0032

2/1㈰
小泉歯科医院

立山町前沢　☎076-463-1051

診療時間

○夜間（毎日）19:00～22:00

���※受付　21:45まで

○日曜祝日（土曜は除く）

　9:00～12:00、14:00～17:00

場所・問合せ

黒部市民病院　54-2211

休 日 当 番 医
（診療時間9:00～17:00）

新川医療圏
小児急患センター

一般医

歯科医
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健康づくりイベント

血圧·血糖·脂質異常など、健診結果が
気になる方のための相談会〈予約制〉

実施日　1/15㈭、1/23㈮

時間　　13:00～16:00（相談時間は40分程度）

持ち物　健康手帳など健診結果が分かる

　　　　もの、必要な方はメガネ

会場·申込·問合せ　健康センター

参加費　無料

ミラたん健康ポイント10ポイント進呈

健康相談会
脂質異常症を斬る!!
コレステロールや中性脂肪の高い方、予防

や治療について考えてみませんか？

日時　1/27㈫��13:30～15:00

会場·申込·問合せ　健康センター

講師　富山労災病院糖尿病·内分泌科

　　　部長　村上史峰先生

参加費　無料

ミラたん健康ポイント10ポイント進呈

　脳卒中は、脳梗塞や脳出血など脳の血管がつまったり破れたりして、

栄養が届かなくなり脳の細胞が死んでしまう病気です。

こころの健康相談

・片方の手足や顔半分の麻痺やしびれ
・ろれつが回らない、言葉がでない
・立てない、歩けない
・激しい頭痛や目が回るような頭痛
・片方の目が突然見えなくなる

　思春期、うつ病、統合失調症、認知症、アルコール相談などのこころの不調や病気

についての相談会です。（前日までに要予約）

開催日　1/28㈬（毎週第４水曜日）午後　　内容　精神科医師による個別相談

会場·申込·問合せ　新川厚生センター魚津支所地域健康課　☎24-0359

※なお、保健師による相談は随時受付しています。

看護職員就業支援相談

　再就職を希望する看護師等に、看護の専門相談員による情報提供や復職に対する

悩み等の相談を行います。

日時　毎月第２水曜日�10:00～16:00　会場　ハローワーク魚津
対象　未就業の看護職員や看護職に興味をお持ちの方
問合せ　富山県看護協会　☎076-433-5251

1/1(木·祝)
大﨑クリニック

寿町　　☎23-1001

1/2㈮
青山内科

仏田　　☎25-0250

1/3㈯
かごうら皮ふ科クリニック

吉島　　☎23-6060

1/4㈰
みのう医科歯科クリニック

北鬼江　☎22-0500

1/11㈰
深川病院

東尾崎　☎31-6200

1/12(月·祝)
船﨑内科小児科医院

本町　　☎22-3912

1/18㈰
浦田クリニック

本江　　☎22-5053

1/25㈰
宮本内科小児科医院

新角川　☎22-0122

2/1㈰
新川病院

住吉　　☎24-3800

「ミラたん健康ポイント2014」応募は１月末まで

８月から始まった「ミラたん健康ポイント2014」も、残り１か月。
ポイントを集め、健康な身体と素敵な景品をゲットしましょう。
詳しくは、広報８月号折り込みチラシまたは魚津市ＨＰで。

介護予防を目的とした教室です。
※初めての方は、事前にお申込みください。

日時　1/13㈫、27㈫
　　　※各日9:30～11:30
会場　健康センター
問合せ　地域包括支援センター
　　　（社会福祉課内）�23-1093

ゆったり元気教室

脳卒中！様子を見ていないで一刻も早く119番

こんな症状が突然おこったら、

すぐに119番して病院へ！

もしかして脳卒中予備軍？

　高血圧や脂質異常症、糖尿病などを放置すると、脳卒中を引き起こす原因となるこ

とがあります。健診結果から、精密検査や健康相談のご案内が届いていませんか？

　せっかく受けた健診を活かして、病気の診断や生活習慣の改善を行い、脳卒中を予

防しましょう。

地域でのリハビリについては

　新川地域リハビリテーション広域支援センターＨＰをご覧ください。

　問合せ：新川厚生センター保健予防課　☎52-2647

健康のキーワードである「減塩」と「野菜たっぷり」
をテーマに講義と調理実習をします。
〈予約制、先着30名〉

日時　1/29㈭　10:00～13:00
会場·申込·問合せ　健康センター
持ち物　エプロン、三角巾、手ふきタオル、みそ汁
参加費　無料

食生活改善推進員の
生活習慣病予防講習会
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実施日 園名 テーマ 電話番号

1/14㈬ 松倉保育園
みんなで遊ぼう

33-8008

1/16㈮ 経田保育園 23-9170

1/19㈪ 青島保育園 作って遊ぼう 23-9171

1/21㈬ 片貝保育園 みんなで遊ぼう 32-9005

1/23㈮ 野方保育園 正月遊び 23-9175

1/28㈬ 住吉保育園 みんな仲良し 23-9172

1/30㈮ 道下保育園 みんなで遊ぼう 23-9179

　にこにこと朗らかな笑顔が好印象の山本さん

は、片貝地区の自然豊かな山あいにお住まいで

す。週に一度デイサービスに通いますが、その

ほかの日は家でのんびりと過ごしています。天

気のいい日には庭木の手入れなど家の外周りの

ことをするのが気分転換になるそうです。

　山林を所有していることから、雑木を切り出

して木炭にする炭焼きの仕事を13年間もしてい

ました。木を炭焼き窯のあるところまで運び上げ、木炭にし、売る

ために再び運びおろすのは大変な重労働であったと振り返ります。

炭焼き窯と寝泊まり用の小屋を人里離れた山の中に作り、炭焼き作

業が始まると当分の間は家に帰ることのない生活だったそうです。

　かつてはペタンクを楽しみ、大会で上位に入賞したこともありま

す。今は好き嫌いなく腹八分目の食事が健康管理の秘訣とか。これ

からも山里ののどかな風景の中でのんびりと、元気でお過ごしくだ

さい。

母 子 保 健
必要　母子健康手帳
会場　健康センター

健

康

診

査

教
　

室

歯　　

科

●４か月児健診�股関節脱臼検診
対 象　満４か月児
実施日　1/8㈭、2/5㈭
受付時間　第１子�13:00～13:15
　　　　第２子以降�13:15～13:30

●１歳６か月児健診
対 象　平成25年6月生まれの児
　　　　※事前に案内を送ります

実施日　1/13㈫、2/10㈫
受付時間　13:00～13:30

●３歳児健診
対 象　平成23年7月生まれの児
　　　　※事前に案内を送ります

実施日　1/28㈬
受付時間　13:00～13:30

山
やまもと

本　清
せいさく

作さん（87歳・片貝地区）

●ごっくんルーム（栄養相談）
対 象　離乳食を始めて１か月以内の児
実施日　1/23㈮
受付時間　10:00～10:15

●もぐもぐ教室
対 象　生後8～10か月児とその家族
実施日　1/16㈮
受付時間　10:00～10:15

対象　２歳または２歳６か月になる児
日時　1/16㈮　受付時間�13:00～13:30

対象　１歳６か月または３歳になる児
日時　1/22㈭　受付時間�13:00～13:30

●フッ素塗布
※１歳６か月児健診で申込まれた方

妊婦さんの集い

対象者　　未就園児とその家族（幼稚園は2～3歳児対象）
受付時間　各園にご確認ください

育児サロン　　親子のふれあいや家族同士の交流を♪

予 防 接 種

お子さまの予防接種は、お済みですか。

◆持ち物　　予防接種券付き予診票、母子健康手帳、保険証
◆接種場所　市内指定医療機関（要予約）

◆医療機関に予約のうえ、お子さまの体調のよいときに接種してください。

◆市外の医療機関での接種を希望する場合は、健康センターにご相談ください。

予防接種の種類 対象

ヒブ感染症
生後２～60か月未満の児

肺炎球菌感染症

ＢＣＧ 生後５～12か月未満の児

４種混合（ジフテリア·百日せき·破傷風·
ポリオ）

生後３～90か月未満の児

麻しん·風しん混合　第１期 生後12～24か月未満の児

麻しん·風しん混合　第２期 保育園·幼稚園年長相当の児

日本脳炎　第１期 生後36か月～90か月未満の児

日本脳炎　第２期（積極的勧奨） 高校３年生相当の児

ジフテリア·破傷風混合　第２期 小学６年生相当の児

水痘（10月１日から定期接種開始）
生後12～36か月未満の児

経過措置（３歳から５歳の誕生日前の児）

☆子育て支援センターのびのび（健康センター内）
「のびのび広場」
　開設時間　平日9:00～12:00、13:00～16:00
「赤ちゃん広場」
　日時　1/21㈬�9:30～11:00
　対象　生後６か月までの赤ちゃんとその家族
　
☆子育て支援センターにこにこ（加積保育園内　
　☎23-2225）
「にこにこ広場」
　開設時間　平日9:00～12:00、13:00～15:00
　
◆行事等は、それぞれ魚津市ＨＰ、加積保育園
ＨＰでご確認ください。

子育て支援センター「のびのび」「にこにこ」

子育て支援センター「のびのび」「にこにこ」乳幼児救急安全法講習会

お子さまのけがや病気に備えて、安全について対

処方法を一緒に学びませんか？

対象　乳幼児を持つ家族（先着20名）

日時　2/4㈬　10:00～11:30

会場　健康センター

申込·問合せ　子育て支援センター「のびのび」

　　　　　　　☎24-0415

先輩ママや赤ちゃん、妊婦さん同士で交流しましょう。助産師さんのお話もあります。

対象　妊娠中期から後期の妊婦さん
日時　1/21㈬　受付時間�9:45～10:00
会場·申込·問合せ　健康センター（前日までに要申込）
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地域の催しものなど企画政策課
広報広聴係へお知らせください。

info@city.uozu.lg.jp

23-1015

23-1076FAX

　ぼくの夢は、フ

ルマラソン選手に

なることです。３

年生の時に箱根駅

伝を見ていると、

ぼくはやせている

から陸上選手が似

合うのではないか

と母が言いました。その日から、陸上選

手になりたいと思うようになりました。

そこで、４年生の時に陸上のクラブチー

ムに入りました。実際に走ってみると、

ぼくは長い距離を走り続けることが得意

だと分かりました。これから、たくさん

練習してフルマラソンを２時間７分以内

で走られるようにがんばりたいです。

　 私 の 将 来 の 夢

は、保育園の先生

になることです。

小さい子どもと遊

ぶのが好きだし、

保育園の時の先生

が と て も 優 し く

て、いろいろなこ

とを楽しく教えてくれたからです。その

先生といると、みんなが笑っていて仲が

良かったです。私もこんな先生になりた

いなと思いました。私は、保育園の先生

になるためにピアノを習っています。子

どもといろいろな曲をいっしょに歌いた

いからです。優しくて、悪いことをしっ

かり教えてあげられる先生になるために

努力していきたいです。

　４歳以下のお子様の写真を

企画政策課へ郵送またはEメー

ルでお送りください。住所、氏名

（ふりがな）・生年月日・性別・

電話番号・写真の題名をお忘れ

なく。

　私たちの大切な命を守るため

の交通安全運動は、警察署をは

じめ多くの団体が協力し行って

います。今回は、その団体の一

つである魚津市交通センター母

の会部会を紹介します。

　この部会が発足したのは昭和

49年４月。なんと40年以上の長

い間地道な活動が続けられてき

ました。会員は市内13地区から

選出された30代から70代の女性

で構成されています。部会の名前が示すように、母親が子ども達の交

通安全を願う気持ちが活動の源です。毎年、新１年生に渡すカエルの

マスコットには「無事に家にカエル（帰る）」の願いが込められており、会

員がすべて手作りしています。そのほかにも毎年９月にはゆでたまごに

イラストを描いたものをドライバーに配布する「交通ルールまも卵（まも

らん）まいけ街頭キャンペーン」を行い、これもすっかりおなじみの行事

として定着しています。

　平成26年は、特に大きな取組として11月15日に魚津もくもくホール

で、「うおづ三世代交流交通安全のつどい」を開催しました。これは、高

齢者を中心に子ども·親の各世代が交流しながら交通安全を学び、特に

高齢者の交通事故防止を図るための催しです。当日は約200名もの参

加者があり、交通安全クイズや反射材効能体験、AEDを用いた救命救

急教室、県警音楽隊の演奏など盛りだくさんの内容で大いににぎわい

ました。また、12月11日には高齢者

世帯を訪問するふれあい訪問を

実施し、手作りのミニクリスマスツ

リーと反射材のリストバンドを渡し

て交通安全を呼びかけました。

　部会長の谷山孝子さんは、「危

ないと子を叱るより手を引こう、

を合言葉に活動を続けてきた。こ

れからも警察署、魚津市、交通セ

ンターなどと一緒に活動をずっと

続けていきたい。」と話します。交

通安全を願う気持ちを形にし、愛

情込めて伝える活動を大切に守

り続けたいものです。

魚津市交通センター
母の会部会

６年生　森
もりおか

岡　飛
ひなた

向くん

▲交通安全を願う会員手作りの啓発グッズ

６年生　塩
しおがり

苅　星
せいら

蘭さん

長
ながた

田　芽
いぶき

吹くん

１歳

めいお姉ちゃん大好き！

木
きのした

下　怜
れな

菜ちゃん

11ヶ月

遊ぶの大好き!!

村木小学校

▲魚津市交通センター母の会部会の皆さん
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森づくりの拠点で新川森林祭開催

　石垣地内にある富山県魚津採種園を会場に、第13回新川森林祭が開催さ

れました。

　平成29年春頃に魚津桃山運動公園で第68回全国植樹祭が開催されるこ

とを見据え、魚津採種園内に全国初の優良無花粉スギ「立山森の輝き」のモ

デル林が造成されることになりました。森林祭は、この地で植樹活動を行い

新たな森づくりへの決意と今後の地球環境保全を祈念するものです。

　式典後、園内では優良無花粉スギ「立山森の輝き」の植樹が行われ、松倉

小·片貝小児童による花とみどりの少年団も参加しました。またこのスギの開

発に携わった県森林研究所主任研究員が特長などを解説しました。

11/

19

もちつきぺったん、ぺったんこ

　青島保育園で12月の恒例行事もちつきが

ありました。

　きねとうすを使う昔ながらのもちつきを地

区の民生委員さんなどにご協力いただき行

いました。園児達の「よいしょー」の掛け声にあ

わせてテンポよくつきあがったもちは、つきた

てを「きなこもち」と「ごまもち」にして美味しく

いただきました。

　また、年長児18名は自作のはちまきをつけ

て大人と一緒にもちつきを体験し、保育園生

活最後の年のよい思い出となりました。

12/
10

▲植樹に参加した花とみどりの少年団の皆さん（左・松倉小学校、右・片貝小学校）。自分で植えた無花粉スギの成長が楽しみです。

▲優良無花粉スギ「立山森の輝き」植樹の様子 ▲県森林研究所主任研究員（中央）による解説

▲つきたてのおもちはおいしいね

▲「立山森の輝き」の苗木

▲力を合わせてぺったんこ
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男 21,138人 －15 －196

（平成26年11月末現在） 前月比 前年比

女 22,459人 －41 －250

計 43,597人 －56 －446

世帯数 16,706世帯 －7   +12
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市の人口 住民基本台帳調べ（外国人含む）

Vol.2

写真で見る魚津の自然
12/

１～

冬の街を彩るイルミネーション

　冬の風物詩となったイルミネーションが市内各所で灯され、色とりどりの電球が人々を楽しま
せています。
　11/21にはＪＲ魚津駅前で「イルミラージュUOZU2014」の点灯式があり、駅前ロータリー中央
のたてもんオブジェと周辺の街路樹が一斉に輝きました。３月31日まで毎日午後５時から午前
０時の間点灯されます。このほかに、魚津東部中、吉島小、ありそドーム、魚津もくもくホールなど
でもイルミネーションが点灯しています。

11月～

　埋没林博物館において企画展「魚津ナチュラルギャラ

リー15」が始まりました。学芸員のカメラが記録した魚津

の多彩な自然を紹介しています。１月31日まで。

地域の過去から災害を学ぶ６
12/

新年を迎える準備
12/

　魚津市シルバー人材センターで、五穀豊穣を願う縁起

物のもち花づくりがありました。会員が、紅白の餅を小さ

く丸め、ケヤキの小枝に取り付けていきました

12/ ひつじのカレンダー作り
　すずめ児童センターで「もこもこひつじカレンダー」づくりがあ

りました。子ども達はカラフルに色づけした綿を使ってかわいい

ひつじを作り、カレンダーに貼り付けました。

15
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　魚津市防災講演会が開催され、約90名が参加しまし

た。大西宏治富山大准教授が講師となり、魚津市での７

月豪雨もとりあげて災害への対応について講演しました。

▲ＪＲ魚津駅前 ▲ありそドーム正面 ▲魚津もくもくホール

にいかわの守紙は、魚津の間伐材を有効活

用することを目的として生み出された紙で

す。今月号の広報（24ページ）によって間伐

された森林面積は1,300㎡となります。これ

は、テニスコート約５面となります。

http://www.uozu-p.jp/mamorigami.html

4.8ｔ魚津産間伐材
有 効 活 用 量
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